
『
三
国
志
演
義
』

版
本
の
研
究

「
関
索
」
系
諸
本
の
相
互
関
係
l
l
l

序

『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
に
つ
い
て
、
鄭
振
鐸
が
「
三
国
志
演
義

的
演
化
」
の
中
で
、
「
嘉
靖
本
以
後
の
諸
本
は
す
べ
て
嘉
靖
本
を
祖

川
本
と
し
、
外
見
上
の
変
化
の
み
で
内
容
に
は
ま
っ
た
く
違
い
は
な
く
、

中
清
代
に
到
り
毛
宗
山
岡
に
よ
っ
て
初
め
て
大
き
く
改
め
ら
れ
た
」
と
述

紅
ベ
て
以
来
、
こ
の
見
解
が
定
説
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
き
た
。
そ

叫
し
て
、
こ
れ
以
後
『
三
国
志
演
義
」
の
版
本
研
究
は
あ
ま
り
活
発
で

本
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
見
解
に
反
論
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

{
2
)
 

川
い
。
小
川
環
樹
博
士
は
、
「
関
索
の
伝
説
そ
の
ほ
か
」
に
お
い
て
、

時
嘉
靖
本
以
後
毛
審
岡
本
成
立
以
前
の
段
階
で
、
す
で
に
嘉
靖
本
に
は

酷
み
ら
れ
な
い
関
羽
の
架
空
の
息
子
関
索
の
物
語
が
挿
入
さ
れ
て
お

日
り
、
さ
ら
に
関
索
の
物
語
に
つ
い
て
違
っ
た
形
を
伝
え
る
異
本
も
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
ご
く
最
近
に
な
っ
て
、
金
文

臼
京
陀
・
上
回
望
国
・
周
兆
新
町
そ
し
て
筆
範
が
相
次
い
で
『
三
国
志

中

ー

l
 

}
 

論

演
義
』
の
版
本
に
つ
い
て
の
研
究
を
発
表
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ

て
、
『
三
国
志
演
義
』
に
も
数
多
く
の
版
本
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は

内
容
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
研
究
に
よ
り
、

筆
者
は
、
『
三
国
志
演
義
』
の
諸
版
本
は
、
三
系
枕
に
分
け
ら
れ
る

と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

て
十
二
巻
系
諸
本
(
二
十
四
巻
本
を
含
担
)

二
、
二
十
巻
「
花
関
索
」
系
諸
本

三
、
二
十
巻
「
関
索
」
系
諸
本

で
あ
る
。
上
田
氏
は
諸
本
の
異
同
を
検
討
し
て
一
つ
の
系
統
図
を
示

さ
れ
て
い
る
純
、
特
に
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
関
索
」
系
諸
本
に
つ

い
て
は
、
「
各
版
本
間
で
繁
簡
に
ず
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
中
の
ど

の
本
が
ど
の
本
を
襲
用
し
た
と
言
う
よ
う
な
縦
の
継
承
関
係
は
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
諸
本
聞
の
具
体
的
な
関
係
に



つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
十
二
巻
系
・

二
十
巻
「
花
関
索
」
系
の
二
つ
の
系
統
に
属
す
る
諸
本
に
つ
い
て
は

あ
る
程
度
明
ら
か
に
し
え
た
の
官
、
本
稿
で
は
三
番
目
の
系
統
、
す

な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
「
関
索
」
系
諸
本
と
呼
ば
れ
る
版
本
群
の
相
互
関

係
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
版
本
は

次
の
通
り
。
(
〔
〕
内
は
略
称
。
以
下
略
称
を
用
い
る
。
)

③
新
刻
京
本
補
遺
通
俗
演
義
三
国
会
伝
二
十
巻
〔
誠
徳
堂
本
〕

熊
清
波
誠
徳
堂
刊
。
「
重
刊
杭
州
孜
正
三
園
志
停
序
」
・
万
暦

二
十
四
年
の
刊
記
あ
り
。
概
ね
全
葉
本
文
と
な
っ
て
い
る
が
、

時
折
(
お
お
よ
そ
四
葉
お
き
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
一
定
し
て

い
な
い
)
上
図
下
文
と
な
っ
て
い
る
。
全
葉
本
文
の
場
合
半
葉

十
四
行
行
二
十
八
字
。
上
図
下
文
の
場
合
半
業
十
四
行
行
十
九

字
。
国
立
北
平
図
書
館
(
現
台
湾
故
宮
博
物
院
ワ
)
・
お
茶
の

水
図
書
館
成
策
堂
文
庫
蔵
。
孫
椅
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』

(
以
下
孫
自
と
略
)
著
録
。

②
新
鐙
全
像
大
字
通
俗
演
義
三
国
志
伝
二
十
巻
〔
劉
龍
田
本
〕

劉
龍
回
喬
山
堂
刊
。
封
面
に
「
全
像
英
雄
三
園
誌
停
/
笈
郵

粛
毅
版
」
と
題
す
る
。
「
序
三
闘
志
停
」
・
「
新
錦
全
像
=
一
園
志

停
君
臣
姓
氏
付
録
」
が
あ
る
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
五
行
、
毎

半
葉
両
辺
各
一
行
行
三
十
五
字
、
中
間
十
三
行
行
二
十
五
字
。

オ
ッ
ク
ス
ホ
ォ

I
ド
大
学
図
書
館
蔵
。
孫
自
著
録
。

③
新
刻
音
釈
努
訓
評
林
演
義
三
国
志
史
伝
二
十
巻
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〔
朱
鼎
臣

本〕
巻
十
三
巻
頭
に
「
古
臨
沖
懐
朱
鼎
臣
輯
」
、
巻
十
四

巻
頭
に
「
羊
城
沖
懐
朱
鼎
臣
編
輯
」
と
あ
る
。
人
名
目

録
あ
り
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
四
行
毎
半
葉
両
辺
各
一
行
行
三

十
二
字
、
中
間
十
二
行
行
二
十
四
字
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京

図
書
館
蔵
。
孫
自
著
録
。

④
新
刻
京
本
按
鑑
演
義
合
像
三
国
志
伝
二
十
巻
〔
天
理
図
本
〕

出
版
者
・
書
障
名
・
衣
訂
者
名
な
ど
は
不
明
。
上
図
下
文
で

あ
る
が
、
一
葉
の
裏
の
図
と
次
葉
表
の
図
を
あ
わ
せ
て
一
枚
の

図
と
な
る
。
半
葉
十
五
行
、
図
像
の
片
側
七
行
行
三
十
二
字
、

図
像
の
下
八
行
行
二
十
二
字
。
天
理
大
学
図
書
館
蔵
。
孫
自
未

着
録
。

③
新
刻
孜
訂
按
鑑
通
俗
演
義
全
像
三
国
志
伝
二
十
巻
〔
黄
正

甫
本
〕黄

正
甫
刊
。
「
笑
亥
」
(
天
啓
三
年
、
二
ハ
二
一
一
一
年
)
の
年
を

記
す
「
三
園
志
序
」
・
「
全
像
三
圏
全
編
目
録
」
・
「
鍋
全
像
演
義

三
闘
志
君
臣
姓
氏
付
録
」
が
あ
る
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
五
行
、

毎
半
葉
両
辺
各
二
行
行
三
十
四
字
、
中
間
十
一
行
行
二
十
六
字
。

北
京
図
書
館
蔵
。
孫
自
著
録
。

⑤
新
刻
按
鑑
演
義
全
像
三
国
英
雄
志
伝
二
十
巻
〔
楊
美
生
本
〕

楊
美
生
刊
。
封
面
に
は
「
新
鏑
全
像
三
園
演
義
/
書
林
楊
美

生
梓
」
と
題
す
る
。
「
叙
三
園
志
惇
」
・
「
全
像
三
園
志
傍
目
録
」
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が
あ
る
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
六
行
、
毎
半
葉
両
辺
各
三
行
行

三
十
六
字
、
中
爾
十
行
行
二
十
九
字
。
大
谷
大
学
蔵
。
孫
自
著

録。

⑦
二
刻
按
鑑
演
義
全
像
三
国
英
雄
志
伝
二
十
巻
〔
貌
口
本
〕

巻
一
・
二
・
三
の
み
存
す
る
。
破
損
が
甚
だ
し
く
、
害
障
の

姓
が
「
貌
」
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
読
み
取
れ
る
。
上
図
下
文
、

半
薬
十
五
行
、
毎
半
葉
両
辺
各
=
一
行
行
三
十
六
字
、
中
間
九
行

行
二
十
九
字
。
北
京
図
書
館
蔵
。
孫
目
未
著
録
。

③
新
刻
全
像
演
義
三
国
志
伝
二
十
巻
〔
北
京
図
本
〕

巻
五
・
六
・
七
の
み
を
存
す
る
。
書
臨
時
名
・
出
版
者
名
な
ど

は
不
明
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
五
行
、
毎
半
葉
両
辺
各
三
行
行

三
十
六
字
、
中
間
九
行
行
二
十
九
字
。
北
京
図
書
館
蔵
。
孫
目

未
著
録
。

⑨
精
錦
按
鑑
全
像
鼎
峠
三
国
志
伝
二
十
巻
〔
劉
栄
吾
本
〕

劉
栄
吾
紫
光
閤
刊
。
巻
一

i
十
一
、
巻
十
六
i
二
十
の
み
存

す
る
。
「
全
像
三
園
志
停
目
次
」
・
「
君
臣
姓
氏
附
」
・
図
像
半
葉

が
あ
る
。
上
図
下
文
、
半
葉
十
五
行
、
毎
半
葉
両
辺
各
三
行
行

三
十
四
字
、
中
間
九
行
行
二
十
七
字
。
大
英
博
物
館
蔵
。
孫
自

未
著
録
。

⑬
薪
刻
按
鑑
演
義
京
本
三
国
英
雄
志
伝
六
巻
〔
緊
賢
山
房
本
〕

衆
賢
山
房
刊
。
封
面
に
「
己
丑
年
新
刻
/
毛
聾
山
先
生
原
本
/

繍
像
三
園
志
俸
/
衆
賢
山
房
裁
板
」
と
題
す
る
。
「
三
園
志
小

『三国志i貴義J版本の研究(中65 

引
」
・
「
新
刻
三
闘
志
目
録
」
・
図
像
十
二
葉
が
あ
る
。
「
一
一
一
園
志

小
引
」
の
版
心
下
方
に
「
竹
秀
山
房
」
と
、
巻
五
第
二
十
一
葉

版
心
下
方
に
「
二
酉
堂
」
と
あ
る
。
半
葉
十
五
行
行
三
十
二
字
。

復
且
大
学
図
書
館
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
。
孫
自
未

著
録
。
封
面
に
「
毛
声
山
先
生
原
本
」
と
あ
る
か
ら
、
毛
宗
山
岡

本
刊
行
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。
毛
{
示
尚
本
の

成
立
は
康
照
五
年
以
前
で
あ
ろ
う
か
ら
、
封
面
の
「
己
丑
年
」

は
早
く
と
も
康
照
四
十
八
年
(
一
七
O
九
年
)
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
関
索
」
系
諸
本
は
、
い
わ
ゆ
る
「
関
索
説

話
」
を
持
つ
こ
と
、
文
章
が
他
の
系
統
に
比
べ
て
や
や
簡
略
で
あ
る

こ
と
、
の
二
点
が
共
通
の
性
格
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
こ
の

一
つ
の
系
統
の
中
で
さ
ら
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
こ
と
を
示
し
て
み
た
い
。
な
お
順
序
と

し
て
、
③
北
京
図
本
・
⑬
一
衆
賢
山
房
本
を
除
く
人
種
の
版
本
が
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
か
ら
こ
の
二
種
の

版
本
が
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
か
を
考
え
た
い
。
こ
れ
は
北

京
図
本
は
巻
四
・
五
・
六
し
か
存
し
な
い
こ
と
、
来
賢
山
房
本
は
や

や
特
殊
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
(
後
述
)
こ
と
に
よ
る
。

最
初
の
例
は
劉
備
初
登
場
の
場
面
で
あ
る
。
朱
鼎
匝
本
は
次
の
よ

う
に
描
写
す
る
。
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O
例
一
巻
一

l
(
1
)

「
祭
天
地
桃
園
結
義
」

}
昨
豚
楼
桑
村
一
個
英
雄
。
愛
音
楽
、
美
服
、
少
言
語
、
櫨
下
於

人
、
好
交
遊
天
下
豪
傑
、
素
有
大
志
、
身
長
七
尺
五
寸
、
雨
耳

垂
肩
、
健
手
過
膝
、
龍
眉
鳳
限
、
面
如
貫
玉
、
唇
若
塗
朱
。
中

山
靖
王
劉
勝
之
後
、
漢
景
帝
玄
孫
、
姓
劉
名
俄
字
玄
徳
。
昔
劉

勝
之
子
劉
員
、
漢
武
帝
元
狩
六
年
、
封
矯
涼
牒
陸
城
侯
、
困
此

一
支
流
落
在
添
豚
。
玄
徳
祖
劉
雄
、
父
劉
弘
曽
皐
孝
廉
、
州
郡

矯
吏
。
弘
早
喪
、
玄
徳
事
母
至
孝
。
家
貧
販
履
織
席
矯
業
。
玄

徳
草
舎
有
株
樹
、
高
五
丈
絵
、
枝
葉
茂
盛
、
重
重
如
車
蓋
。
人

皆
言
樹
非
凡
。
相
者
李
定
日
「
此
家
必
出
貴
人
。
」
玄
徳
幼
時

奥
郷
中
小
児
戯
子
樹
下
回
「
我
矯
天
子
、
蛍
来
此
羽
常
時
蓋
車
。
」

叔
父
戒
之
日
「
汝
忽
妄
言
、
滅
吾
門
也
。
」
年
十
五
歳
、
血
ハ
同

宗
劉
徳
然
・
遼
西
公
孫
噴
矯
友
、
徳
然
父
劉
元
起
見
玄
徳
家
貧
、

常
資
給
之
。
元
起
妻
日
「
各
自
一
家
、
何
能
祷
也
。
」
元
起
日

「
宗
中
此
人
非
常
也
。
」
中
平
元
年
涼
郡
招
軍
時
、
玄
徳
二
十

八
歳
。
立
於
傍
下
、
嘆
聾
而
因
。
後
有
一
人
腐
撃
言
日
「
大
丈

夫
不
奥
園
家
出
力
、
何
故
長
嘆
耶
。
」

引
用
個
所
、
誠
徳
堂
本
・
劉
龍
田
本
・
天
理
図
本
・
賞
正
甫
本
は
、

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
ず
劉
備
の
外
見
の
描
写
が
あ
り
、
そ
し
て
劉

備
の
先
祖
に
つ
い
て
述
べ
、
続
い
て
劉
備
の
幼
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
描
か
れ
る
。
そ
れ
か
ら
も
と
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
描
写
に
も
ど
り
、

一
人
の
男
(
張
飛
)
に
声
を
か
け
ら
れ
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
楊
美
生
本
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

O
例
二
l
(
2
)
「
祭
天
地
桃
園
結
義
」

源
問
肺
機
桑
村
一
個
英
雄
。
生
得
身
長
七
尺
五
寸
、
雨
耳
垂
肩
、

箆
手
過
膝
、
龍
眉
鳳
限
、
面
如
冠
玉
、
唇
若
塗
朱
。
乃
中
山
靖

王
劉
勝
之
後
、
漢
景
帝
玄
孫
、
姓
劉
名
備
字
玄
徳
。
年
二
十
八

歳
。
立
於
傍
下
、
長
嘆
一
瞥
而
因
。
後
有
一
人
属
聾
言
日
「
大

丈
夫
不
興
園
家
出
力
、
何
故
長
嘆
耶
。
」

引
用
個
所
、
貌
口
本
・
劉
栄
五
ロ
本
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
を
先

の
失
点
臣
本
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、
劉
備
の
先
祖
や
幼
い
頃
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。
ま
た
同
様
に
、
こ
の
後
の
曹

操
・
孫
堅
が
初
め
て
登
場
す
る
場
面
で
も
、
朱
鼎
臣
本
に
は
曹
操
・

孫
堅
の
先
祖
や
幼
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
楊
美

生
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
こ
れ
ら
劉
備
・
曹
操
・
孫
竪
の
先
祖
や
幼

い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
嘉
靖
本
な
ど
十
二
巻
系
諸
本
や
余
象
斗
本

な
ど
「
花
関
索
」
系
諸
本
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
朱
鼎

臣
本
の
増
補
と
い
う
よ
り
、
楊
美
生
本
の
削
除
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
「
関
索
」
系
諸
本
の
中
に
は
、
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に

直
接
関
わ
ら
な
い
話
を
削
除
し
た
も
の
が
あ
る
。

次
の
例
。
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
が
黄
巾
賊
討
伐
の
た
め
慮
植
の
も

と
に
駆
け
つ
け
た
が
、
虚
植
は
説
言
に
遭
い
捕
ら
え
ら
れ
る
。
三
人

は
し
か
た
な
く
添
県
に
戻
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
の
途
中
、
茸
卓
が
賞

巾
賊
に
襲
わ
れ
て
い
る
の
に
出
会
う
。
比
較
対
照
す
る
た
め
に
、
余



象
斗
本
も
掲
げ
る
。
(
版
本
間
の
違
い
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

適
宜
空
白
を
あ
け
た
。
以
下
同
じ
。
)

O
例
二
巻
一
「
劉
玄
徳
斬
冠
立
功
」

111) 

共iji空!?;和i11
余象斗本

ijjji i!i ii捕
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引
用
個
所
、
誠
徳
堂
本
・
劉
龍
田
本
・
天
理
図
本
・
黄
正
甫
本
は
朱

鼎
臣
本
と
、
貌
口
本
・
劉
栄
主
ロ
ネ
は
楊
美
生
本
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぽ

同
じ
で
あ
る
。
三
種
の
版
本
の
こ
の
部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
朱

鼎
臣
本
・
楊
美
生
本
と
も
に
余
象
斗
本
に
比
べ
て
文
章
が
簡
略
に

な
っ
て
お
り
、
か
っ
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
義
は
お
お
よ
そ
余

象
斗
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
一
方
で
朱
鼎
臣
本
の
方
が
楊
美
生
本
よ
り
も
簡
略
に

な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
両
者
の
問
で
簡
略
の
し
か
た
が

異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
朱
鼎
臣
本
の
方
が
簡
略
に

な
っ
て
い
る
例
を
示
し
た
が
、
逆
に
楊
美
生
本
の
方
が
簡
略
に
な
っ

て
い
る
例
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
関
索
」
系
の
系
統
に
属
す
る
諸
本
は
、
い
わ

ゆ
る
「
関
索
説
話
」
を
持
つ
こ
と
、
文
章
が
他
の
系
統
と
比
べ
て
簡

略
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
共
通
の
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
故

事
の
有
無
・
文
章
の
簡
略
の
し
か
た
の
二
点
か
ら
、
さ
ら
に
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

一
つ
が
誠
徳
堂
本
・
劉
龍
田
本
・
朱
鼎
臣
本
・
天
理
図
本
・
黄
正
甫

本
の
五
本
、
も
う
一
つ
が
楊
美
生
本
・
貌
ロ
本
・
劉
栄
吾
本
の
三
本

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
、
そ
の
書
名
か
ら
、
前

者
を
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
、
後
者
を
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

で
は
続
い
て
、
北
京
図
本
・
緊
賢
山
房
本
が
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」

「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
を
示
し
て
み
た
い
。
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例
に
挙
げ
る
個
所
は
、
水
鏡
先
生
司
馬
徽
が
新
野
の
劉
備
の
と
こ
ろ

に
や
っ
て
き
て
諸
葛
孔
明
の
人
と
な
り
を
語
る
場
面
で
あ
る
。

O
例
三
巻
七
「
劉
玄
徳
=
一
顧
草
虚
」

ijiii iijj 朱鼎本臣

内さ刊熱出人

楊美生本

吟高一、熱曲k 

菌本

吟長一司熱曲人
喜衆賢本

引
用
個
所
、
衆
賢
山
房
本
は
巻
二
。
こ
こ
で
、
朱
鼎
臣
本
と
楊
美
生

本
を
比
べ
て
み
る
と
、
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
朱
鼎
臣
本
に
は
あ

る
「
日
『
汝
欲
仕
進
i
」
以
下
の
文
章
が
楊
美
生
本
に
は
な
い
点
が

指
摘
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
北
京
図
本
・
緊
賢
山
一
房
一
本
を
見
る
と
、
両

本
と
も
ほ
ぼ
楊
美
生
本
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
傾
向
は
作
品
全
体
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
北
京
図
本
・
衆
賢
山
房
本
は
楊
美
生
本
と
同
じ
「
英
雄

志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
各
版
本
の
相
互
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
に
す

る
。
ま
ず
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
分
類
し
た
五
本
を
取
り
上
げ
る
。

こ
の
五
本
の
文
章
は
、
前
節
で
示
し
た
よ
う
に
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
中
に
は
や
や
違
い
が
あ
る
。
最
初

に
そ
の
傾
向
を
示
し
て
み
よ
う
。
場
面
は
、
劉
備
が
関
羽
・
張
飛
を

引
き
連
れ
て
朱
儒
の
配
下
に
加
わ
っ
て
、
黄
巾
賊
と
戦
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

O
例

四

巻

}

「
安
喜
豚
張
飛
鞭
督
郵
」

誠徳本A 主正
一張 頭、土伏於軍 也目

千、各引令開其法 高披候賊 来此
伏可滋 日妖

計而 」解Z之、 即以 超来、 顕山、 令士伏於軍 可空布ヰlfI¥ 術也。 需日 留龍田! 
持。玄護法其血 候賊 来「此

可濃 日妖
本

計而 解己 之、 E以H来超、 頭山、 令軍士 衛血可察 術也 侍日
朱自本

行徳依玄其法 血 侠伏於 来此
可滋賊 日妖

一飛張各解」之、上超来山令穂種可術情

天理図本
法其 頭、士軍 也日

伏子軍高羽可滋高披候賊伏於 来日 E妖

張令開其上将血受超来、山令猪可空賞術情

甫主本
千 法 頭、軍士 也目

伏子各引軍 可解己 披高候賊伏於 来日此妖



於

雨

山

之

上

、

南

山

之

上

、

一

雨

山

之

上

、

盛

猪

羊

血

並

一

盛

猪

羊

血

並

一

盛

猪

羊

血

並

織

物

準

備

。

一

織

物

準

備

。

一

織

物

準

備

。

次
回
張
賓
格
一
次
回
張
寅
一
次
日
張
賓
揺
一
次
日
張
賓
描

旗

揺

鼓

、

一

一

旗

揚

鼓

、

一

旗

摺

鼓

、

引
軍
鰯
戦
。
一
引
軍
掲
戦
。
一
引
軍
揚
聡
ο

一
引
軍
鰯
戦
。

玄

徳

披

掛

上

一

玄

徳

迎

敵

。

一

玄

徳

一

玄

徳

馬

、

引

軍

出

一

一

引

軍

出

一

引

軍

出

戦
。
張
賀
又
一
張
賀
又
一
張
賓
又
一
戦
。
張
賀
又
一
戦
。
張
賀
又

作
法
、
平
地
一
作
前
法
。
一
作
前
法
。
一
作
法
、
平
地
一
作
法
、
平
地

風

雷

大

作

、

一

一

一

風

雷

大

作

、

一

風

雷

大

作

、

飛

沙

走

石

!

一

一

一

飛

砂

走

石

、

一

飛

沙

走

石

、

人

馬

自

天

市

一

一

一

人

馬

自

天

而

一

人

馬

自

天

而

下
。
玄
徳
援
一
玄
徳
援
一
玄
徳
捜
一
来
。
玄
徳
援
↑
下
。
玄
徳
援

馬
使
走
。
張
一
馬
便
走
。
張
一
馬
使
走
。
張
一
馬
便
走
。
張
一
馬
便
走
。
張

賓
人
馬
超
来
一
貫
超
来
一
賓
趨
来
一
貫
人
馬
起
来
一
賓
催
V
富

来

山
頭
一
撃
砲
一
一
撃
砲
一
一
聾
砲
一
山
頭
一
聾
砲
一
山
顕
一
撃
砲

響
、
軍
勝
一
響
、
山
頭
勝
一
響
、
山
頭
耕
一
響
、
漠
軍
将
一
響
、

織
物
一
血
漉
下
。
血
液
下
。
猪
羊
血
検
物
一
各
将
穣
物

耐

阿

波

。

費

波

。

費

時

間

。

111) 

次
日
張
賀

引
軍
揚
戦
。

玄
徳
迎
敵
。

由
1究研の本版義演志国巴

引
用
し
た
部
分
は
、
五
本
と
も
、
劉
備
が
朱
簡
に
張
宝
の
妖
術
を
破

る
方
法
を
聞
き
、
翌
日
そ
れ
を
実
行
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
劉
龍
田
本
・
朱
鼎
臣
本
の
文
章
は
、
他
の
三
本
に
比
べ
て
や
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一一「

や
短
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
誠
徳
堂
本
・
天
理
図
本
・
黄
正

甫
本
で
は
「
令
関
(
羽
)
・
張
(
飛
)
各
引
軍
一
千
、
伏
於
両
山
之

上
、
盛
猪
羊
血
並
織
物
準
備
。
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
劉
龍

田
本
・
朱
鼎
臣
本
で
は
た
だ
「
玄
徳
依
計
而
行
。
」
と
あ
る
だ
け
で

あ
り
、
ま
た
翌
日
の
張
宝
と
の
戦
い
で
張
宝
が
術
を
用
い
た
と
こ
ろ

で
、
誠
徳
堂
本
な
ど
三
本
は
「
平
地
風
雷
大
作
、
飛
沙
走
石
、
人
馬

自
天
市
下
」
と
張
宝
の
妖
術
を
描
写
し
て
い
る
が
、
劉
・
朱
両
本
に

は
そ
れ
が
な
い
。
同
様
の
例
は
引
用
部
分
の
中
で
も
さ
ら
に
い
く
つ

か
指
摘
で
き
る
。
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
分
類
し
た
五
本
の
聞

の
差
異
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
五
本
の
中
で
は
、
誠
徳
堂
本
・
天
理
図
本
・
黄

正
甫
本
の
三
本
が
、
そ
し
て
劉
龍
田
本
・
朱
鼎
臣
本
の
二
本
が
、
そ

れ
ぞ
れ
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
誠
徳
堂
本
・
天
理
図
本
・
黄
正
甫
本
の
三
本
は
、
ま

た
劉
龍
田
本
・
朱
鼎
直
本
の
二
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
誠
徳
堂
本
・
天
理
図
本
・
黄
正
甫
本
の
関
係
を
考
え
る
。
煩

雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
先
に
誠
徳
堂
本
・
天
理
図
本
の
関
係
を
示
し
、

そ
れ
か
ら
黄
正
甫
本
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
次
の
例
は
、

曹
洪
が
漠
中
で
馬
超
と
対
崎
し
て
い
る
時
、
張
部
が
巴
西
を
落
と
し

て
一
気
に
局
を
攻
め
よ
う
と
す
る
。
巴
西
を
守
っ
て
い
る
の
は
張
飛
。

張
舗
は
張
飛
を
攻
め
た
が
敗
れ
、
撤
退
し
て
撃
っ
て
出
ょ
う
と
し
な
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い
。
張
飛
は
張
舗
に
出
て
こ
さ
せ
よ
う
と
、
兵
士
た
ち
に
何
度
も
張

部
を
罵
ら
せ
た
。

O
例
五
巻
十
二

「
瓦
ロ
張
飛
戦
張
都
」

誠
徳
堂
本

天
理
図
本

張
飛
A
P
軍
土
大
罵
、
張
部
一
二
次
不
出
。
一
張
飛
令
軍
士
大
罵
、
張
部
三
次
不
出
。
一

雷
一
飛
令
雷
同
揚
戦
、
部
又
不
出
。
雷
同
一

周
駆
軍
士
上
山
、
山
頭
摺
木
砲
石
打
一
騒
軍
上
山
、
山
頭
指
木
砲
右
打
一

束
、
折
了
蚊
人
、
盛
一
束
、
折
軍
数
千
、
雷
同
急
退
、
被
盤
一

石
・
蒙
頭
雨
恭
兵
職
、
飛
・
同
大
敗
一
石
・
袈
頭
兵
殺
敗
雷
向
。

不
出
。

引
用
個
所
、
天
理
図
本
で
は
、
張
飛
が
兵
士
に
張
部
を
罵
ら
せ
て
も
、

張
部
は
出
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
雷
同
に
戦
い
を
挑
ま
せ
る
が
、
ま
た

も
張
部
は
出
て
こ
な
い
。
雷
同
は
山
を
駆
け
上
が
る
が
、
山
頂
か
ら

の
攻
撃
で
雷
同
は
退
散
す
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
誠
徳
堂
本

を
見
る
と
、
天
理
図
本
に
は
あ
る
「
飛
令
雷
同
揚
戦
、
部
又
不
出
。
」

の
十
文
字
が
な
い
。
そ
の
た
め
誠
徳
堂
本
で
は
雷
同
が
い
き
な
り
山

を
登
っ
て
攻
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
や
や
唐
突
な
描
写
で
は
な
い

か
と
思
う
。
し
か
も
、
誠
徳
堂
本
に
は
な
い
十
文
字
は
、
二
度
出
て

く
る
「
不
出
」
の
二
文
字
に
挟
ま
れ
た
部
分
で
あ
り
、
そ
の
「
不
出
」

の
二
文
字
を
混
同
し
た
誠
徳
堂
本
に
お
け
る
脱
誤
と
い
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
こ
の
例
か
ら
、
天
理
図
本
か
ら
誠
徳
堂
本
が
出
た
と
い
う
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

次
の
例
。
あ
る
宴
席
で
董
卓
が
少
帝
を
廃
し
て
陳
留
王
を
帝
位
に

つ
け
よ
う
と
諮
る
が
、
諸
官
に
反
対
さ
れ
る
。
宴
が
終
わ
り
解
散
後
、

輩
卓
は
諸
官
を
脅
そ
う
と
門
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
。

O
例
六
巻
一
「
昌
布
刺
殺
丁
建
陽
」

i」 iiiii耳i 

」 iji 天理本図

E往 整卓覇
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こ
こ
で
誠
徳
堂
本
と
天
理
図
本
を
比
較
す
る
と
、
天
理
図
本
に
は
誠

徳
堂
本
の
「
意
欲
傷
害
百
官
。
忽
見
目
布
躍
馬
持
戟
、
於
園
門
外
」

の
十
八
字
が
な
い
。
こ
れ
で
は
蓋
卓
が
わ
け
も
な
く
「
こ
れ
は
誰
だ
。
」

と
訊
ね
る
こ
と
に
な
り
、
意
味
を
な
さ
な
い
。
し
か
も
こ
の
十
八
字

は
「
園
門
外
」
の
三
文
字
に
挟
ま
れ
た
部
分
で
あ
る
か
ら
、
天
理
図

本
の
脱
誤
と
み
て
相
違
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
例
か
ら
、
誠

徳
堂
本
か
ら
天
理
図
本
が
出
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
誠
徳
堂
本
と
天
理
図
本
の
誠
徳
堂
本
に
は
、
例

五
の
よ
う
な
場
合
と
例
六
の
よ
う
な
場
合
が
同
時
に
指
摘
で
き
る
。



こ
の
こ
と
か
ら
誠
徳
堂
本
と
天
理
図
本
は
継
承
関
係
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
あ
る
一
つ
の
祖
本
か
ら
分
か
れ
出
た
横
の
関
係
に
あ
る
と
い

、えよ、っ。

次
に
黄
正
甫
本
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
も
う
一
度
例
六
を
見
る

と
、
天
理
図
本
に
は
十
八
字
の
脱
落
が
あ
っ
た
が
、
賞
正
甫
本
に
は

天
理
図
本
の
よ
う
な
脱
落
は
な
く
、
誠
徳
堂
本
同
様
正
し
い
文
章
で

あ
る
。
つ
ま
り
黄
正
甫
本
の
文
章
は
天
理
図
本
よ
り
も
誠
徳
堂
本
の

方
に
近
い
と
い
え
る
。
も
う
一
つ
別
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
少
帝
と
陳

留
玉
は
賊
に
よ
っ
て
洛
陽
か
ら
連
れ
去
ら
れ
た
が
、
諸
将
に
助
け
ら

れ
無
事
帰
還
。
こ
の
頃
か
ら
董
卓
は
陳
留
玉
を
帝
位
に
つ
け
て
実
権

を
握
ろ
う
と
企
み
始
め
る
。

川

O
例
七
巻
一
「
萱
卓
識
立
陳
留
王
」

『三国志演義』版本の研究(中

E1王1時誘

徳誠堂本

事此若 言帯立 召李 何苗

天理本図

iii 
若 召何苗

何ニ立皆李目部弓萱i 
王

此事若 意康帝 召 何苗

こ
こ
で
三
本
の
文
章
を
比
較
す
る
と
、
天
理
図
本
の
「
何
進
・
何
首
」

が
誠
徳
堂
本
・
黄
正
甫
本
で
は
単
に
「
何
苗
」
で
あ
り
、
ま
た
天
理

図
本
の
「
尽
帰
掌
握
」
が
誠
徳
堂
本
・
賞
正
甫
本
に
は
な
い
。
つ
ま

71 

り
こ
こ
で
も
黄
正
甫
本
は
天
理
図
本
よ
り
も
誠
徳
堂
本
に
近
い
と
い

え
る
。し

か
し
、
こ
の
三
本
の
問
に
は
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
場
面
は
、

政
権
を
掌
握
し
た
司
馬
昭
は
、
准
南
の
諸
葛
誕
の
み
心
服
し
て
い
な

い
の
で
、
偽
の
詔
書
で
諸
葛
誕
を
洛
陽
に
呼
び
寄
せ
た
。
諸
葛
誕
が

洛
陽
に
来
て
も
、
門
は
閉
じ
た
ま
ま
。

O
例
八
巻
十
九
「
司
馬
昭
破
諸
葛
誕
」

笥if不i陶刊 R号i晩時J量及i 
誠徳堂本

-感人 何i局再開日同Z叫至吊只

際

iFtfii宅iii天理本図

-g肌 E陽
人答 矯叫至吊只

有;11ii目撃1ij
塁悪

;iii;iii i但

こ
の
例
で
は
、
賞
正
甫
本
の
文
章
が
誠
徳
堂
本
・
天
理
図
本
よ
り
も

詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
黄
正
甫
本
の
「
曳
起
吊
橋
而
」



7z 

ゃ
「
様
邑
以
」
・
「
再
三
逼
問
」
と
い
う
文
字
が
誠
徳
堂
本
・
天
理

図
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
文
字
は
誠
徳
堂
本
・
天

理
図
本
だ
け
で
な
く
、
十
二
巻
系
諸
本
・
「
花
関
索
」
系
諸
本
に
も

見
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
黄
正
甫
本
に
は
「
発
亥
」
年
の
叙
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
突

亥
」
は
天
啓
三
年
三
六
二
三
年
)
に
違
い
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
黄

正
甫
本
の
刊
行
は
天
啓
年
間
な
の
で
あ
り
、
誠
徳
堂
本
(
万
暦
二
十

三
年
の
刊
記
あ
り
)
の
刊
行
よ
り
も
や
や
遅
れ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
例
入
の
よ
う
な
場
合
、
黄
正
甫
本
を
簡
略
に
し
て
誠
徳
堂
本
が
で

き
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
誠
徳
堂
本
の
よ
う
な
文
章
に
加
筆
し
て

黄
正
甫
本
の
よ
う
な
文
章
が
で
き
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

続
い
て
劉
龍
田
本
と
朱
鼎
臣
本
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。
剃
州

の
劉
表
と
仲
た
が
い
し
た
孫
堅
は
、
裏
陽
で
察
瑠
と
争
っ
て
い
た
。

O
例
九
巻
二
「
孫
竪
跨
江
戟
劉
表
」

t雇傭毎

忽絡皇聖fa. 

こ
の
例
を
み
る
と
、
朱
鼎
臣
本
に
は
脱
落
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

文
書
が
通
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
脱
落
は
、
二
度
出
て
く
る
「
中
軍

帥
字
」
に
挟
ま
れ
た
部
分
で
あ
る
か
ら
、
「
中
軍
帥
字
」
の
混
同
に

よ
っ
て
生
じ
た
誤
り
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
例
か
ら
、
劉

龍
岡
本
か
ら
朱
鼎
臣
本
が
出
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

次
の
例
。
普
操
は
張
繍
の
征
伐
に
向
か
っ
た
。
張
繍
は
曹
操
が
来

る
の
を
知
る
や
、
南
陽
城
に
能
も
っ
た
。
曹
操
は
南
陽
城
を
閤
み
、

攻
め
る
準
備
を
し
て
い
る
。

O
例
十
巻
二
一
「
曹
操
曾
兵
攻
哀
術
」
・
「
決
勝
負
買
翻
談
兵
」

ii ii 
劉龍本国

i i者 i咋

i-zLi 
話本

こ
こ
で
劉
龍
田
本
と
朱
鼎
臣
本
を
比
べ
る
と
、
劉
龍
田
本
に
脱
落
が



あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
こ
の
脱
落
は
、
朱
鼎
臣
本
で
二
度
で

て
く
る
「
三
日
」
の
二
文
字
を
混
同
し
て
脱
落
し
た
も
の
に
違
い
な

く
、
さ
ら
に
改
則
の
個
所
と
則
題
や
含
ん
で
脱
落
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
劉
龍
田
本
の
脱
誤
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
例
か
ら
、
朱

鼎
臣
本
か
ら
劉
龍
田
本
が
出
た
と
い
う
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
劉
龍
田
本
と
朱
鼎
臣
本
の
聞
に
は
例
九
・
例
十
の

よ
う
な
例
が
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
劉
龍
岡
本
と
朱
鼎
臣
本

は
あ
る
一
つ
の
版
本
を
祖
本
と
す
る
横
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

L
i

晶、勺，。本
節
で
は
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
諸
本
の
関
係
に
つ

中
い
て
考
え
る
。

紅
ま
ず
楊
美
生
本
と
貌
口
本
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
両
者
の
文
章
を

湖
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
(
も
ち
ろ
ん
貌
口
本
の
残
存
す
る
個
所
だ

ホ
け
で
あ
る
が
)
大
差
は
な
い
。
わ
ず
か
な
文
字
の
異
同
が
存
す
る
の

υ
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
文
章
か
ら
こ
の
両
者
の
関
係
は
わ
か
ら
ず
、

時
別
の
面
か
ら
考
祭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

酎
そ
こ
で
、
両
者
の
書
名
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
楊
美
生
本
の
巻
頭

巴
書
名
は
「
新
刻
按
鐙
演
義
全
像
=
一
国
英
雄
志
伝
」
で
あ
り
、
貌
口
本

は
「
二
刻
按
鑑
演
義
全
像
=
一
国
英
雄
志
伝
」
で
あ
っ
て
、
両
者
の
巻

頭
書
名
の
速
い
は
「
新
刻
」
か
「
二
刻
」
か
の
違
い
だ
け
で
あ
る
。
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つ
ま
り
書
名
か
ら
す
る
と
、
楊
美
生
本
か
ら
貌
口
本
が
で
き
た
と
考

え
ら
れ
る
。

次
に
挿
図
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
は
楊
美
生
本
の
巻
て
十
六

葉
裏
・
十
七
葉
表
、
貌
口
本
の
巻
一
、
十
七
葉
裏
・
十
八
葉
表
・
裏

の
挿
図
を
掲
げ
る
。

O
楊
美
生
本
(
大
谷
大
学
所
蔵
)

l
-
m
b
 

17 
a 



17 
b 
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O
貌
口
本

18 
a 

18 
b 



こ
こ
に
掲
げ
た
挿
図
の
、
楊
美
生
本
巻
一
の
十
六
葉
裏
と
鶏
口
本
巻

一
の
十
七
葉
裏
、
同
じ
く
十
七
葉
表
と
十
八
禁
裏
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較

し
て
み
る
と
、
両
者
の
挿
図
の
構
図
は
非
常
に
酷
似
し
て
い
る
。
そ

し
て
貌
口
本
の
挿
図
の
ほ
う
が
楊
美
生
本
の
挿
図
よ
り
劣
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
貌
口
本
の
挿
図
は
楊
美
生
本
の
挿
図
を
そ
の
ま
ま

用
い
て
新
た
に
版
木
を
刻
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
楊
美
生
本

と
貌
口
本
で
は
や
や
版
式
が
異
な
る
た
め
、
貌
口
本
で
は
挿
図
と
文

章
で
少
し
ず
つ
ズ
レ
が
生
じ
て
く
る
。
そ
し
て
半
業
分
ズ
レ
が
生
じ

た
と
こ
ろ
で
、
十
八
葉
表
の
挿
図
の
よ
う
に
、
楊
美
生
本
に
は
な
い

挿
図
を
補
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
楊
美
生
本
と
貌
口
本
の
聞
に
は
、
文
章
・
文
字

川
の
異
同
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
、
墾
頭
書
名
に
「
新
刻
ヤ
「
二
刻
」

中
の
違
い
し
か
な
い
こ
と
、
挿
図
は
構
図
が
酷
似
し
な
が
ら
貌
口
本
の

紅
ほ
う
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
、
の
一
一
一
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ

棚
と
か
ら
、
説
日
本
は
楊
美
生
本
の
重
刻
本
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
も

本
し
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
楊
美
生
本
と
貌
口
本
は
非
常
に
密
接
な

川
関
係
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。

時
次
に
楊
美
生
本
と
劉
栄
吾
本
の
関
係
を
見
て
い
こ
う
。
伝
国
の
玉

酷
璽
を
拾
っ
た
孫
堅
が
そ
れ
を
持
っ
て
江
東
に
帰
ろ
う
と
し
た
時
、
衰

巨
紹
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
た
劉
表
が
孫
墜
の
帰
途
を
遮
っ
た
。
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。
例
十

「
裳
紹
孫
堅
奪
玉
璽
」

巻

警本

こ
の
例
を
見
る
と
、
劉
栄
吾
本
の
文
章
は
楊
美
生
本
よ
り
も
短
く

な
っ
て
い
る
。
劉
栄
吾
本
の
ま
ま
で
意
味
は
通
じ
る
か
ら
、
劉
栄
吾

本
の
脱
誤
と
速
断
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
楊
美
生
本
に
は
見
ら
れ

劉
栄
吾
本
で
は
欠
け
て
い
る
「
孫
堅
問
日
『
汝
何
故
領
兵
裁
去
路
。
』

越
日
『
汝
如
何
盗
伝
国
玉
璽
。
即
忙
納
下
、
放
汝
過
去
。
』
」
の
部
分

は
、
前
後
二
度
出
て
く
る
「
(
孫
)
竪
」
を
混
同
し
て
生
じ
た
誤
り

で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
引
用
個
所
は
「
関
索
」
系
諸
本
に
お

い
て
劉
栄
吾
本
を
除
く
全
て
の
版
本
で
楊
美
生
本
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
(
十
二
巻
系
「
花
関
索
」
系
諸
本
で
は
も
っ
と
詳
し
い
)
。
し

た
が
っ
て
楊
美
生
本
の
方
が
「
関
索
」
系
諸
本
と
し
て
は
も
と
の
形

で
あ
り
、
楊
美
生
本
か
ら
劉
栄
吾
本
が
出
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
別
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
越
雲
が
そ
れ
ま
で
仕
え
て
い

た
哀
紹
を
見
限
り
、
公
孫
嘆
に
投
降
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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O
例
十

「
越
子
龍
盤
河
大
戦
」

巻

頓竿弓 己下 之君、 雲日

楊美生本

飴R号頓乙下実之雲日

劉喜本

こ
の
例
を
見
る
と
、
楊
美
生
本
に
は
劉
栄
E
口
本
の
「
馬
五
千
余
匹
、
其

中
太
半
」
の
九
文
字
が
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
楊
美
生
本
で
文
意

が
通
じ
る
以
上
、
誤
り
と
は
い
え
ま
い
。
し
か
し
周
日
校
本
や
余
象

斗
本
な
ど
他
の
系
統
の
諸
本
に
は
こ
の
語
句
が
あ
り
、
こ
の
語
句
の

あ
る
ほ
う
が
も
と
の
形
で
は
な
か
ろ
う
材
。
し
た
が
っ
て
こ
の
例
か

ら
は
、
劉
栄
吾
本
か
ら
楊
美
生
本
が
出
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
楊
美
生
本
と
劉
栄
吾
本
の
間
に
は
、
例
十
一
・
例
十

二
の
よ
う
な
例
が
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
本
も
横
の

関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

続
い
て
北
京
図
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
曹
操
暗
殺
計
画
が
発
覚
し
、

曲
目
操
は
そ
の
首
謀
者
の
ひ
と
り
の
劉
備
が
い
る
徐
州
を
攻
め
下
し

た
。
曹
操
は
続
い
て
関
羽
が
守
る
下
部
を
囲
み
、
関
羽
を
降
参
さ
せ

よ
う
と
、
張
遼
を
使
者
と
し
て
遣
わ
し
た
。
張
遼
は
関
羽
に
会
い
、

今
こ
こ
で
死
ぬ
の
は
三
つ
の
罪
に
あ
た
る
と
説
く
。

O
例
十
三

「
張
遼
義
取
閥
雲
長
」

巻
五

語;ii111mijiFiz首iiii昔
自本害iii2i 男iA穐 ziMZi5i m J 
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引
用
部
分
に
つ
い
て
朱
鼎
臣
本
と
楊
美
生
本
を
比
べ
て
み
る
と
、

両
者
の
聞
に
は
多
少
の
文
字
の
異
同
の
他
、
文
章
の
繁
簡
に
差
が
認

め
ら
れ
、
楊
美
生
本
の
方
が
よ
り
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

朱
鼎
臣
本
に
あ
る
「
倫
若
使
君
復
出
、

i
背
当
年
之
誓
」
の
部
分
が

楊
美
生
本
に
は
な
く
、
同
様
に
朱
鼎
臣
本
の
「
今
城
池
己
破
、

j
自

謂
身
至
極
地
」
が
楊
美
生
本
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
引
用
部

分
だ
け
で
も
ま
だ
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
第
一
節
で
述
べ

た
よ
う
に
、
同
じ
「
関
索
」
系
諸
本
の
中
で
別
々
の
グ
ル
ー
プ
に
属

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
北
京
図
本
を
み
て
み

る
と
、
「
第
一
の
罪
」
は
朱
鼎
臣
本
に
近
く
、
「
第
二
の
罪
」
・
「
第
三

の
罪
」
は
楊
美
生
本
に
近
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

川
こ
の
よ
う
に
、
北
京
図
本
の
全
体
(
残
存
す
る
巻
五
i
七
)
の
傾

中
向
と
し
て
は
例
十
三
の
後
半
の
よ
う
に
楊
美
生
本
に
近
い
の
で
あ
る

ん
叫
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
例
十
三
の
前
半
の
よ
う
に
朱
鼎
臣
本
に
近
い
。

柵
す
な
わ
ち
北
京
図
本
に
は
時
折
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
が
み
え

本
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
北
京
図
本
は
「
英
雄
志
伝
グ
ル
l

M
プ
」
の
中
で
楊
美
生
本
や
劉
栄
吾
本
よ
り
も
古
い
段
階
で
楊
・
劉
両

臨
本
か
ら
分
か
れ
た
版
本
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

酷
最
後
に
用
地
賢
山
房
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
本
の
文
章
は
ど
の

巴
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
示
し
た
例
十
一
・
十
二
と

同
じ
個
所
を
挙
げ
る
。

O
例
十
一

l
(
2
)

77 

来
賢
山
房
本
巻
一

「
裳
紹
孫
堅
奪
玉
璽
」

表
奥
衰
紹
至
好
、
随
即
差
制
越
・
察
璃
引
兵
一
万
出
城
揃
住
。

孫
堅
問
日
「
汝
何
故
引
兵
裁
吾
去
路
。
」
越
日
「
汝
如
何
盗
惇

園
玉
璽
。
則
忙
納
下
、
放
汝
過
去
。
」
竪
怒
、
令
黄
蓋
出
馬
。

奥
察
理
戦
敗
合
、
璃
勤
馬
使
走
。
堅
乗
勢
殺
過
界
口
。

O
例
十
二
l
(
2
)

緊
賢
山
房
本
巻
一
「
越
子
龍
盤
河
大
戦
」

雲
日
「
方
今
天
下
淘
淘
、
民
有
倒
懸
之
急
、
雲
願
従
仁
義
之

主
、
以
安
天
下
。
」
稜
大
喜
、
遂
同
越
雲
蹄
案
、
整
頓
軍
馬
。

次
日
分
作
雨
隊
殺
出
。
皆
是
白
馬
。

例
十
一
・
十
二
に
つ
い
て
、
来
賢
山
房
本
と
他
の
「
英
雄
志
伝
グ

ル
ー
プ
」
諸
本
と
を
比
べ

τみ
る
と
、
来
賢
山
房
本
の
文
章
は
楊
美

生
本
に
と
て
も
近
い
。
そ
し
て
こ
れ
が
全
体
の
傾
向
と
い
え
る
。
し

か
し
ま
れ
に
次
の
よ
う
な
例
も
み
ら
れ
る
。

O
例
十
四
巻
一
「
駿
漢
帝
董
卓
弄
権
」

耳」曙障



花
引
用
個
所
、
貌
口
本
は
楊
美
生
本
に
同
じ
。
衆
賢
山
房
本
も
ほ
ぼ
楊

美
生
本
に
同
じ
で
は
あ
る
が
、
や
や
言
葉
遣
い
が
違
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
緊
賢
山
房
本
の
「
儒
日
『
寄
酒
無
疑
。
』
」
が
楊
美
生
本
に

は
な
く
、
ま
た
楊
美
生
本
の
「
儒
大
怒
日
」
が
衆
賢
山
房
本
で
は
た

だ
「
儒
日
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
も

存
す
る
こ
と
か
ら
、
緊
賢
山
房
本
は
楊
美
生
本
や
貌
口
本
を
祖
本
と

す
る
と
い
う
よ
り
、
両
本
と
は
横
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
た
ほ
う
が

よ
か
ろ
、
っ
。

緊
賢
山
房
本
に
は
も
う
一
つ
指
摘
す
べ
き
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は

衆
賢
山
房
本
の
冒
頭
部
分
の
文
章
は
他
の
「
関
索
」
系
誇
本
と
異
な

り
、
周
回
校
本
を
は
じ
め
と
す
る
十
二
巻
系
諸
本
と
-
致
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
閥
抗
賢
山
房
本
の
巻
一
第
五
則
「
呂

布
刺
殺
丁
建
陽
」
ま
で
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
降
は
こ
れ
ま
で
述
べ
た

よ
う
に
「
関
索
」
系
諸
本
の
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
の
特
徴
を

備
え
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
衆
賢
山
房
本
は
、

第
五
則
ま
で
は
内
容
の
詳
し
い
十
二
巻
系
の
文
章
、
第
六
則
以
降
は

簡
略
な
「
関
索
」
系
の
文
章
を
し
て
い
る
「
龍
頭
蛇
尾
本
」
と

い
え
る
。
こ
れ
は
何
や
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

緊
賢
山
房
本
の
封
面
に
は
「
毛
芦
山
先
生
原
本
」
と
題
し
て
い
た
。

し
か
し
緊
賢
山
房
本
に
は
ど
こ
に
も
毛
宗
闘
の
批
評
は
み
え
な
い
。

こ
の
「
毛
芦
山
先
生
原
本
」
を
毛
宗
岡
本
凡
例
中
の
「
古
本
」
と
理

解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
「
古
本
」
の
存
在
は
す
で
に
小
川
環
樹

博
士
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
毛
宗
山
岡
本
の
事
実
上
の
底

本
で
あ
ろ
う
「
俗
本
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
毛
宗
山
岡
本
の

底
本
は
「
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
に
違
い
な
任
、
時
点
賢
山
房
本

は
版
式
が
呉
観
明
本
な
ど
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

衆
賢
山
房
本
は
毛
倫
(
毛
宗
山
岡
の
父
、
号
は
戸
山
)
・
毛
宗
両
と
ま
っ

た
く
関
係
な
い
の
で
あ
る
。

田
県
賢
山
房
本
が
出
版
さ
れ
る
時
、
毛
宗
縄
本
は
す
で
に
出
版
さ
れ

て
お
り
、
好
評
を
博
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
香
津
田
昨
賢
山
房
は
他
の
書
障
か
ら
出
て
い
る
好
評
の
毛
宗
山
岡
本

に
対
抗
す
る
た
め
、
よ
り
安
価
な
本
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
分
量
的
に
少
な
い
「
関
索
」
系
諸
本
の
中
の
一
つ
争
底

本
に
選
ん
で
、
衆
賢
山
房
刊
の
『
三
国
志
演
義
」
を
作
っ
た
。
そ
の

時
封
面
に
「
毛
声
山
先
生
原
本
」
と
題
し
、
首
巻
に
人
物
の
図
像
を

つ
け
、
さ
ら
に
本
文
の
ご
く
初
め
の
部
分
だ
け
に
十
二
巻
系
諸
本
の

中
の
一
本
を
採
用
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
安
価
な
が
ら
、
い
か

に
も
由
緒
正
し
い
『
三
国
志
演
義
』
を
装
っ
て
で
き
た
の
が
衆
賢
山

房
本
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

以
上
、
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
ヤ
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
そ
れ
ぞ
れ

に
属
す
る
諸
本
の
相
互
関
係
を
み
て
き
た
の
だ
が
、
で
は
こ
の
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ



と
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
関
索
説
話
」
の
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

O
例
十
五
巻
十
五
「
孔
明
興
兵
征
孟
獲
」
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周
回
校
本
は
巻
九
。
十
二
巻
系
諸
本
・
「
関
索
」
系
諸
本
に
お
い
て

関
索
が
初
め
て
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
。
一
一
一
本
の
文
章
を
比
較
す
る

と
、
二
一
本
と
も
内
容
に
大
差
は
な
い
。
し
か
し
周
日
校
本
の
文
章
は
劉

龍
田
本
・
楊
美
生
本
と
や
や
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
引
用
の
始
め
の

部
分
で
は
、
周
日
校
本
は
「
忽
有
関
公
第
三
子
関
索
l
」
と
「
関
索
」

の
名
前
が
い
き
な
り
出
て
く
る
が
、
劉
龍
田
本
で
は
一
人
の
若
い
将

軍
が
一
人
や
っ
て
き
て
、
軍
中
の
知
る
者
に
よ
っ
て
そ
れ
が
関
索
と

わ
か
り
、
楊
美
生
本
で
も
諸
葛
孔
明
が
招
き
入
れ
る
と
関
素
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
劉
楊
両
本
で
は
関
索
の
名
前
が
出
て
く

る
前
に
一
段
階
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
引
用
の
後
半
部
分
で
は
、

た
と
え
ば
周
日
校
本
の
「
一
同
征
南
、
大
隊
人
馬
、
各
依
隊
伍
而
行
、

飢
餐
渇
飲
、
夜
住
暁
行
」
が
劉
・
楊
両
本
に
は
な
い
な
ど
、
周
日
校
本

に
比
べ
て
劉
・
楊
両
本
の
ほ
う
が
簡
略
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

関
索
に
関
わ
る
別
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
諸
葛
孔
明
が
関
索
を
連
れ

て
南
蛮
征
伐
に
出
か
け
る
が
、
そ
の
第
四
・
第
七
回
目
の
時
の
こ
と
。

O
例
十
六
巻
十
五
「
孔
明
四
檎
孟
獲
」

同警軍来 官自、護等

周校本回

51置弓li書言目

iii守
劉龍本岡
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O
例
十
七

巻
十
五

「
孔
明
七
檎
孟
獲
」

周校本回

功足鴨 居E 

劉龍本田11ii 

例
十
六
・
例
十
七
と
も
周
回
校
本
は
巻
九
。
例
十
六
・
例
十
七
を
み

る
と
、
三
本
と
も
文
章
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き

違
い
と
し
て
、
劉
龍
田
本
・
楊
美
生
本
に
は
「
関
索
」
の
名
前
が
見

え
る
が
、
周
日
本
に
は
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
十
五
で
示
し
た

よ
う
に
、
周
回
校
本
を
始
め
と
す
る
十
二
巻
系
諸
本
(
嘉
靖
本
は
除

く
)
と
劉
龍
田
本
や
楊
美
生
本
を
始
め
と
す
る
「
関
索
」
系
諸
本
で

は
、
関
索
の
畳
場
の
し
か
た
は
概
ね
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ

例
十
六
・
例
十
七
に
挙
げ
た
と
こ
ろ
だ
け
が
こ
の
両
者
の
間
で
異

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
劉
龍
田
本
と
楊
美
生
本
(
す
な
わ
ち
「
志
伝

グ
ル
ー
プ
」
と
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
)
で
は
関
索
の
登
場
の
し

か
た
は
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
志
伝
グ
ル
ー

プ
」
と
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
は
や
は
り
同
一
系
統
な
の
で
あ
り
、

十
二
巻
系
諾
本
と
「
関
索
」
系
諸
本
と
は
別
々
の
系
統
と
み
る
べ
き

で
、
他
の
系
統
よ
り
も
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
文
章
も
、
例
一
・
例
二
に
示
じ

た
よ
う
に
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
で
い

く
ら
か
違
い
は
見
ら
れ
る
が
、
一
方
両
者
の
文
章
が
ほ
ぼ
一
致
す
る

よ
う
な
例
も
作
品
全
体
に
わ
た
っ
て
見
い
出
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
こ
れ
は
十
二
巻
系
諸
本
や
「
花
関
索
」
系
諸
本
よ
り
も
文
章
が
簡

略
な
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
共
通
す
る

祖
本
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
祖
本
を

「
関
索
系
祖
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
『
三
国
志
演
義
』
の
よ

り
原
作
に
近
い
段
階
か
ら
、
文
章
が
簡
略
化
さ
れ
て
「
関
索
系
祖
本
」

が
で
き
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
朱
鼎

臣
本
や
楊
美
生
本
を
は
じ
め
と
す
る
現
存
す
る
「
関
索
」
系
諸
本
が

で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結

以
上
で
現
存
す
る
「
関
索
」
系
諸
本
の
相
互
関
係
を
具
体
的
に
示

し
え
た
と
思
う
。
上
回
望
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
諸
本
は
縦

の
継
承
関
係
に
は
な
い
が
、
諸
本
の
文
章
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、

親
疎
遠
近
の
関
係
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
そ
の
関
係

を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。



「
関
索
」
系
祖
本

取
県
賢
山
一
房
本

111 ) 由
-

F

叫
本
稿
の
最
初
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
二
一
国
志
望
窪
の
諸
版
本

欄
は
三
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
o

本
稿
で
は
そ
の
第
三
の
系
統
に
つ

本
い
て
述
べ
た
。
で
は
こ
れ
ら
三
つ
の
系
統
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

川
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に

備
し
た
い
が
、
こ
の
こ
と
を
深
く
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
三
国

酷
志
演
義
』
の
現
存
諸
版
本
以
前
の
様
相
、
さ
ら
に
は
中
国
古
典
小
説

巨
史
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

田川山、っ。
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注(
l
)

『
小
説
月
報
』
二
十
巻
十
号
、
一
九
二
九
年
。

(2)
小
川
環
樹
著
「
中
国
小
説
史
の
研
究
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
六
八
年
)

所
収
。
原
載
は
、
小
川
・
金
田
訳
、
岩
波
文
庫
『
三
国
士
山
』
(
旧
版
)

第
八
冊
付
録
。

(3)
金
文
京
「
『
三
国
演
義
』
版
本
試
探
建
安
諸
本
を
中
心
に
」
(
『
集

刊
東
洋
学
」
第
六
十
一
号
、
一
九
人
九
年
)
。

(4)
上
田
望
「
「
三
国
演
義
」
版
本
試
論
l
通
俗
小
説
の
流
伝
に
関
す
る

一
空
察
」
(
『
東
洋
文
化
』
第
七
十
一
号
、
一
九
九
O
年)。

(5)
周
兆
新
「
旧
本
{
三
国
演
義
V

考
」
(
周
兆
新
著
『
一
ニ
困
演
義
考
評
」

北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
O
年
三

(6)
拙
論
「
『
三
国
演
義
』
版
本
の
研
究
毛
宗
山
岡
本
の
成
立
過
程
」

(
「
集
刊
東
洋
学
」
第
六
十
一
号
、
一
九
八
九
年
三

(7)
上
田
氏
は
、
注
4
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
嘉
靖
本
・
毛
宗
岡
本
・
『
二

刻
英
雄
諮
』
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
一
グ
ル
ー
プ
に
し
て
い
る
が
、
嘉

靖
本
と
毛
宗
向
本
は
、
筆
者
が
注
6
前
掲
論
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ま

た
『
二
刻
英
雄
譜
』
は
小
川
環
樹
博
士
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
(
京

大
漢
籍
善
本
叢
書
『
二
刻
英
雄
譜
』
解
説
)
、
周
回
校
本
な
ど
と
同
じ

十
二
巻
系
諸
本
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(8)
注
4
前
掲
上
田
氏
論
文
。

(9)
十
二
巻
系
諸
本
に
つ
い
て
は
注
6
拙
論
、
二
十
巻
「
花
関
索
」
系
諸

本
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
建
陽
刊
「
花

関
索
」
系
諸
本
の
相
互
関
係
l
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
四

集
、
一
九
九
二
年
)
参
照
。

(
叩
)
十
二
巻
系
諸
本
の
中
の
「
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
に
も
「
義
光

楼
楠
楓
堂
本
」
が
あ
る
が
、
劉
修
業
女
史
が
述
べ
る
よ
う
に
、
両
者
は

別
の
書
臨
時
で
あ
ろ
う
(
『
古
典
小
説
戯
曲
叢
考
」
)
。
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(
U
)
毛
宗
岡
本
の
成
立
年
に
つ
い
て
は
、
小
川
環
樹
訳
、
岩
波
文
庫
(
旧

版
)
「
一
二
国
士
山
」
第
一
冊
解
説
参
照
。

(
ロ
)
以
下
巻
数
は
、
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
二
十
巻
本
の
も
の
を
示
す
。

(
日
)
劉
栄
吾
本
が
周
日
校
本
な
ど
を
参
考
に
補
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
劉
栄
吾
本
に
は
他
の
版
本
を
参
考
に
し
て
文
章
を
書
き
換

え
た
と
い
う
例
は
他
に
見
い
だ
し
が
た
〈
、
そ
の
可
能
性
は
小
さ
い
と

思
う
。
後
述
の
北
京
図
本
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

(
H
)
同
様
の
も
の
と
し
て
、
『
西
遊
記
』
の
朱
矧
臣
本
『
唐
三
戴
西
遊
停
」

が
知
ら
れ
る
。
太
田
辰
夫
「
『
唐
三
裁
西
遊
伝
』
(
朱
本
)
考
」
(
太
田

辰
夫
著
『
西
遊
記
の
研
究
』
研
文
出
版
所
収
)
参
岡
山
。

(
日
)
注
目
前
掲
小
川
博
士
論
文
参
照
。

(
日
目
)
注
6
前
掲
拙
論
参
照
。

(
げ
)
首
巻
に
人
物
の
図
像
が
あ
る
の
は
、
現
存
毛
宗
尚
本
の
一
般
的
な
体

裁
で
あ
る
。




